
令和7年度シラバス 視能訓練士科
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神戸総合医療専門学校

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載 適宜資料を配布する。

提出物により評価します。

80%

20%

視能障害学演習⑧　（　 〃 　）

実習②被検者

実習の振り返り

科目課題・演習①

科目課題・演習②

視能障害学演習②　（　 〃 　）

視能障害学演習①　（宮崎茂雄）

視能障害学演習④　（　 〃 　）

視能障害学演習⑤　（　 〃 　）

視能障害学演習⑥　（　 〃 　）

視能障害学演習⑦　（　 〃 　）

視能障害学演習③　（　 〃 　）

授業の目的・概要

授業計画

内容

オリエンテーション

実習①検者

授業の到達目標

・3年次に控える臨地実習・国家試験に向け、自身の知識面・技術面の到達度を再確認する。
・他学年との合同実習を通して検査技術の向上を図る。
・眼疾病の理解を深め、視能訓練士として必要な臨床能力を養う。

・正確な手順で検査を行い、結果を総合的に評価することができる。
・知識・技術面において課題を見出し、目標に向け行動することができる。
・患者の訴えから鑑別診断、必要な検査を挙げることができる。

成績の評価方法と基準

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

筆記試験

レポート・課題

小テスト

平常点

自由記載

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

備考

自由記載

日程調整等により内容が前後する場合があります。

開講時期

後期

病気がみえる　vol.12　眼科 医療情報科学研究所　編 メディックメディア

視能学　第3版 小林義治　他編 文光堂

2年後期の振り返り

担当教員名

山㟢　統子・宮崎　茂雄

30

時間数（単位数） 授業回数

15 回

年次

2 年次

講義・演習総合視能訓練学演習Ⅱ

科目名 授業形態


